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■人件費の状況 
　平成14年度普通会計における人件費の決算見込額は、39億6,553万
円で、歳出決算見込額240億7,227万円の約16.5％です。 
　なお、人件費には市長、助役、収入役および市議会議員などの特別
職に支給される給料、報酬、手当などを含んでいます。 

■特別職の報酬等の状況 

■職員給与費の状況（平成15年度一般会計予算） 

（注１）給料月額は、岡谷市特別職の職員等の給与に関す
る条例の一部を改正する条例による減額後の額です。 

（注２）報酬月額は、平成15年５月１日現在の額です。 

（注）職員手当には退職手当を含みません。 

区　分 月　額 期末手当 

給
料
　 

報
酬
　 
（注1） 

（注2） 

（平成14年度支給割合） 
 

６月期　1.45月分 
12月期　1.55月分 
３月期　0.50月分 
　計　　3.50月分 

823,500円 
704,940円 
635,550円 
470,000円 
400,000円 
357,000円 

市　長 
助　役 
収入役 
議　長 
副議長 
議　員 
 

区　分 
職員数 
　　Ａ 

給　　　　与　　　　費 １人当たり 
給与費 
（B/A） 

1,902,042千円 

給　　料 

311,866千円 

職員手当 

796,272千円 

期末・勤勉手当 

3,010,180千円 5,914千円 

計 
　　　　　B

15年度 509人 

　
市
で
は
、
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
に
つ
い

て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

毎
年
一
回
職
員
等
の
給
与
の
状
況
な
ど
を
公
表
し
て

い
ま
す
。（
数
値
は
、
平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
で
す
。） 

問
合
せ
　
総
務
課
1
23
ー
４
８
１
１（
内
線
１
５
５
６
） 

■職員の平均給料月額、平均給与月額、平均年齢の状況 

■職員の初任給の状況 

平均年齢 
39歳1月 
43歳2月 

平均給与 
366,615円 
422,759円 

平均給料 
315,900円 
345,220円 

岡 谷 市  
長 野 県  

区　　分 
一般行政職 技能・労務職 

平均給料 
291,500円 
314,953円 

平均給与 
325,817円 
354,298円 

平均年齢 
47歳10月 
44歳8月 

大学卒 
高校卒 
大学卒 
高校卒 

区　　分 初任給 採用後2年経過日給料月額 

岡谷市 

長野県 

191,600円 
155,000円 
182,020円 
147,250円 

167,300円 
144,000円 
169,480円 
136,800円 
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■一般行政職の級別職員の状況 

扶養手当 扶養親族のある職員に支給されます。 
借家または借間に居住し、一定額を超える 
家賃を支払っている職員、および自己所有 
等の住宅に居住する職員に支給されます。 

岡谷市－自己所有等居住の職員は 
　　　　一律3,000円 
国－新築5年まで2,500円　その他1,000円 

通勤のために交通機関または交通用具等で 
通勤する職員に支給されます。 

住居手当 

通勤手当 

同　じ 

一部異なる 

同　じ 

期　別 
６月期 
12月期 
３月期 
計 

期　末 
1.45月分 
1.55月分 
0.50月分 
3.50月分 

勤　勉 
0.60月分 
0.55月分 
－ 

1.15月分 

期　別 
６月期 
12月期 
３月期 
計 

期　末 
1.45月分 
1.55月分 
0.50月分 
3.50月分 

勤　勉 
0.60月分 
0.55月分 
－ 

1.15月分 

（支給率） 
最高限度額 
勤続25年 
勤続35年 
その他の 
加算措置 
特別昇給 

自己都合 
60.00月分 
33.75月分 
47.50月分 

勧奨・定年 
62.70月分 
44.55月分 
62.70月分 

（支給率） 
最高限度額 
勤続25年 
勤続35年 
その他の 
加算措置 
特別昇給 

自己都合 
60.00月分 
33.75月分 
47.50月分 

勧奨・定年 
62.70月分 
44.55月分 
62.70月分 

岡　谷　市（平成14年度支給割合） 長　野　県（平成14年度支給割合） 

職　 員 　数 

構　 成 　比 

1年前の構成比 

20人 

5.4％ 

5.0％ 

34人 

9.2％ 

10.3％ 

76人 

20.6％ 

19.5％ 

79人 

21.4％ 

21.6％ 

65人 

17.6％ 

19.5％ 

41人 

11.1％ 

10.8％ 

25人 

6.8％ 

5.0％ 

17人 

4.6％ 

5.2％ 

12人 

3.3％ 

3.1％ 

369人 

100.0％ 

100.0％ 

区分 内　　　容 国の制度との異同 国の制度と異なる内容 

区　　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 計 
標 準 的 な 
職 務 内 容 

事務員 
技術員 

主　事 
技　師 

指導主事 
指導技師 主　任 

主　幹 
主　査 

主　幹 
主　査 課　長 課　長 部　長 

期
末
・
勤
勉
手
当 

退
　
職
　
手
　
当 

職務の等級による加算措置　有 

定年前早期退職の特例 
措置（２%～20%） 
勧奨退職者　３号俸 

定年前早期退職の特例 
措置（２%～20%） 
退職時特別昇給１号俸 

職務の等級による加算措置　有 

区　　分 全 職 種 

支給総額 100,520千円 

職員１人当たり 
支給月額 977円 

職員１人当たり 
支給月額 16,821円 

代表的な 
手当の名称 

滞納処分事務 
感 染 症 防 疫 
給　食　業　務 
福　祉　現　業 
変 死 体 処 分 
工事現場監督 
清 掃 業 務 等 

特殊勤務手当（平成14年度普通会計） 

■一般行政職の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用
後の年数をいうものです。 

253,200円 
205,500円 
234,131円 
193,030円 

302,000円 
240,000円 
286,236円 
234,205円 

336,100円 
297,400円 
347,878円 
286,437円 

大学卒 
高校卒 
大学卒 
高校卒 

岡 谷 市  
 

長 野 県  

区　　分 経験年数7年以上 
～10年未満 

経験年数10年以上 
～15年未満 

経験年数15年以上 
～20年未満 

■職員手当の状況 

時間外勤務手当（平成14年度普通会計） 
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（各年度４月１日現在職員数） 

（各年度４月１日現在職員数） 

●問合せ…行政改革推進室（1２３－４８１１　内線１５７４） 

521 

△ 7 
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537 

14 

5 

1,063 

7

528 

 

21 
 

523 

 

5  

1 ,056

職員数 

削減数 

定員モデルに 
対する超過数 

職員数 

増減数 

職員数 

職員数 

増減数 

部　　　門 

部　　　門 

１３年度 １４年度 １５年度 

１３年度 １４年度 
１４年度 
との比較 

１５年度 主な増減理由 

１６年度 計画期間中の増減 

公営企業会計 

公社等出向 

公営企業会計 

公社等出向 

計 

△ 12 

0 

△ 23

523 

5 

1,056

521 

5 

1,044

509 

5 

1,021

一般会計等 528 518 507 △ 11

計 

一般会計等 

13

0

△ 4

△ 17

511 

△ 5 

4 
 

536 

△ 1 

5 

1,052 

△ 6

516 

△ 5 

9 
 

537 

0 

5 

1,058 

△ 5

広域合併推進担当の増 
庁用バスの運行委託による減 
障害福祉担当の増 
介護保険事務一部広域化による減 
学校調理師一部嘱託化による減 
プール担当の増 
子育て支援担当の新設 

病院事業会計の看護師等の減 

１　第２次岡谷市定員適正化計画（概要） 

２　第２次岡谷市定員適正化計画の進捗状況 

■定員管理の状況 

（１）計画期間　　平成14年度～16年度までの3年間 

（２）基本的な考え方 
ア　一般会計等（一般会計及び特別会計）職員数 

　一般会計等（一般会計及び特別会計）の既存業務における職員数については、総務省の第７次定員モ

デル試算値（507人）との格差を解消していくため、計画期間中に17人の削減を図ります。 

イ　公営企業会計職員数（病院事業や水道事業、下水道事業） 

　効率的な経営に努めながら、経営上必要な職員数を確保します。 

（３）年次別計画 

　平成15年度に一般会計等職員数について5人の削減を計画しておりましたが、11人の減となりました。今後も効率

的な業務執行を行い、適正な職員配置に努めてまいります。 
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水
道
部
で
は
水
道
週
間
に
合
わ
せ
、

水
道
施
設
の
見
学
会
を
行
い
30
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　
蛇
口
か
ら
出
る
水
道
水
が
家
庭
に
届

く
ま
で
を
自
分
の
目
で
確
か
め
よ
う
と
、

小
井
川
浄
水
場
、
内
山
水
源
、
川
岸
水

源
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
上
の
原
小
学
校
３
年
生
の

高
木
彩
奈
さ
ん
よ
り
、
感
想
文
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
わ
た
し
は
し
せ
つ
を
見
て
、
し
ぜ
ん

の
川
や
水
を
大
切
に
す
る
と
い
い
な
ー

と
思
い
ま
し
た
。
い
つ
も
石
を
投
げ
た

り
草
を
入
れ
た
り
し
て
い
た
か
ら
で
す
。 

　
お
水
は
場
所
に
よ
っ
て
味
も
ち
が
う

し
、
に
ご
っ
た
き
た
な
い
水
も
き
れ
い

に
あ
ら
っ
て
の
む
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
の
は
す
ご
い
な
ー
と
、
は
く

手
を
し
た
い
で
す
。 

　
ま
た
、
自
分
た
ち
の
水
は
同
じ
物
だ

け
ど
、
い
ど
水
は
味
が
ち
が
う
ん
で
す

か
。
そ
れ
に
、
の
ん
で
も
か
わ
ら
な
い

の
は
ど
う
し
て
な
の
で
す
か
。 

　
い
ど
水
は
川
の
水
よ
り
ほ
と
ん
ど
よ

ご
れ
て
い
な
い
ん
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、

同
じ
く
ら
い
よ
ご
れ
て
い
る
ん
で
す
か
。

水
は
水
で
も
夏
の
水
も
つ
め
た
い
で
す

か
。 

　
次
の
た
い
け
ん
の
と
き
に
ま
た
来
た

い
で
す
。
次
も
あ
る
と
い
い
な
ー
。 

「
し
せ
つ
見
学
」 

　
高
木
彩
奈
さ
ん 

感
想
文
の
中
の
質
問
に 

　
　
　
　
　
お
答
え
し
ま
す 

た
か
　ぎ
　あ
や
　な 
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井
戸
水
と
川
の
水
は
味
が
違
う
？ 

　
　
　
味
覚
は
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す

の
で
一
概
に
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
井

戸
水
も
川
の
水
も
、
地
下
に
浸
透
し
自

然
の
鉱
物
の
間
を
流
れ
、
ミ
ネ
ラ
ル
分

（
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
リ

ン
、
ケ
イ
酸
な
ど
の
鉱
物
性
栄
養
素
）

や
炭
酸
ガ
ス
が
適
度
に
含
ま
れ
る
と
、

水
の
味
を
良
く
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

　
　
　
井
戸
水
を
飲
ん
で
も
味
が
変
わ

ら
な
い
の
は
な
ぜ
？ 

　
　
　
岡
谷
市
の
場
合
、
水
源
に
よ
っ

て
多
少
含
ま
れ
て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
分
が

違
い
ま
す
の
で
味
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

　
　
　
井
戸
水
は
川
の
水
よ
り
汚
れ
て

い
な
い
の
？
（
川
岸
の
水
源
地
） 

　
　
　
横
河
川
の
水
も
井
戸
水
も
水
道

法
に
決
め
ら
れ
た
水
質
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
一
部
に
基
準
数
値
よ
り
高

い
結
果
が
出
て
い
る
項
目
も
あ
り
ま
す

の
で
、
高
度
処
理
設
備
と
減
菌
設
備
に

よ
り
き
れ
い
な
水
に
し
て
い
ま
す
。
安

心
し
て
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
夏
の
水
も
冷
た
い
の
？ 

　
　
　
井
戸
水
は
水
温
の
変
化
が
少
な

く
、
川
の
水
は
夏
は
少
し
温
か
く
冬
は

少
し
冷
た
い
で
す
。
水
温
が
15
〜
20
℃

の
水
が
も
っ
と
も
お
い
し
い
と
感
じ
ら

れ
る
と
い
い
ま
す
。 

　
し
っ
か
り
と
探
検
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
ね
。
ほ
か
の
お
友
達
や
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
た
く

さ
ん
の
質
問
や
来
年
も
来
た
い
と
要
望

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
水
道
部
で
は
、

来
年
度
も
水
道
施
設
の
見
学
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

Ｑ
１ 

Ａ
１ 

Ｑ
４ 

Ａ
４ 

Ｑ
２ 

Ａ
２ 

Ｑ
３ 

Ａ
３ 

　口座振替は、納め忘れを防ぐ便利な手段です。振替日に、ご指定の
預貯金口座から引き落とします。お支払いのために金融機関や市役所、
支所の窓口にお出かけいただく必要がなくなり、うっかり納め忘れな
どもなくなります。手続きは、水道管理課、各支所・金融機関・郵便
局の窓口で預貯金通帳、通帳印・お客さまの検針票等持参のうえ、お
申し込みください。 
★口座振替は、お申し込み日の１～２か月後からとなります。 

■手続きのできる金融機関 

　八十二銀行、三井住友銀行、長野銀行、諏訪信用金庫、 
　長野県信用組合、諏訪湖農協、長野県労働金庫、郵便局 

振替日は、検針の翌月の２２日です。 
・上下水道料金の定例の口座振替日は、メーター検針（２か月に一度）
の翌月の２２日（金融機関が休業日の場合は次の営業日）。 

・振替日に引き落としができなかった場合は、翌月に再振替をします
ので、お知らせが届いたら、預貯金残高を確認のうえ、再振替日の
前日までに口座に入金してください。 

●問合せ…水道管理課（1２３－４８１１　内線１４１７） 
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こ
う
ど
し
ょ
り
せ
つ
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げ
ん
き
ん
せ
つ
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▲内山水源のドーム内を見学する参加者 


